
公
共
施
設

公
共
施
設
のの

未
来
未
来
をを
考考
え
る
え
る

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

多
く
の
公
共
施
設
を
整
備
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
今

か
ら
30
年
以
上
前
に
整
備
さ
れ
た

も
の
が
多
く
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
今
後
も
大
規
模
改
修
や
建
て

替
え
の
検
討
が
必
要
な
施
設
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

将
来
に
渡
り
安
定
的
に
公
共
施

設
を
利
用
し
て
い
く
た
め
に
、
長

期
的
な
視
点
に
た
っ
た
公
共
施
設

の
あ
り
方
を
示
す
「
安
来
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
以
下
、

管
理
計
画
）」
を
令
和
４
年
３
月
に

改
訂
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
改
訂
し
た
管
理
計

画
の
概
要
と
、
計
画
に
基
づ
き
進

め
て
い
る
施
設
の
検
討
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

公共施設等のあり方に関する３つの基本方針
(1) 施設総量の適正化(1) 施設総量の適正化
　人口減少や財政状況に応じた維持管理費用を確保するため施設総
量を圧縮し、施設規模の適正化を図ります。
(2) 予防保全・長寿命化(2) 予防保全・長寿命化
　施設利用者の安全確保のため、点検や診断結果に基づき計画的な
予防保全を推進し、施設の長寿命化を推進します。
(3) 効率的・効果的な管理運営(3) 効率的・効果的な管理運営
　民間活力を施設整備や管理へ導入し、民間の資金やノウハウの活
用を推進します。

「広瀬地域のまちづくりを考える市民ワーク
ショップ」の様子。市内在住の10代～70代
が参加し、意見を出し合いました。
（令和３年11月７日：広瀬中央交流センター）

特集１：公共施設の未来を考える

広
瀬
庁
舎
・
広
瀬
中
交
、
鴨
来
荘
の
基
本
構
想
を
策
定
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　現在の利用ニーズに合わない構造となっている
鴨来荘。利用者と管理者の使用状況に合わせた新
たな施設の整備に向けた「基本構想」を策定し、
具体的な施設の設計の前提となる基本的な考え方
をまとめました。
施設整備の基本的な考え方
●施設の内容及び規模
　現行施設と同じ50人を定員とし、２人部屋か
ら１人部屋とします。施設規模は、要介護認定者
への対応のため居室を広くするため現行施設より
大きくなることを想定します。施設運営上必要な
要件を踏まえ、１階建ての場合は敷地面積5,000
㎡程度とし、延べ床面積を2,400㎡とします。
●施設の整備方法
　施設の整備にあたっては民間事業者との連携を図
ることも視野に入れ、最も効率的な方法を検討しま
す。建設場所は、移転整備を前提として現在地を含
む市所有地を基本に検討します。整備方法により新
たな建設場所を選定することも考えられます。

▶ ｢鴨来荘の基本構想 ｣の詳細は、市ホーム
ページ（右記２次元コード）をご覧ください。

長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て

計
画
を
推
進

　

市
の
人
口
は
、
平
成
16
年
の
合
併

時
の
４
万
５
千
人
か
ら
３
万
７
千
人

へ
と
減
少
し
て
お
り
、
公
共
施
設
を

取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
を
こ
の
ま

ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
、

市
民
１
人
当
た
り
の
維
持
管
理
費
用

の
負
担
や
安
来
市
の
財
政
規
模
を
考

慮
し
、
施
設
の
統
廃
合
や
縮
小
、
運

営
方
法
な
ど
を
最
適
化
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
変
化
に
対
応

し
た
公
共
施
設
の
更
新
、
改
修
お
よ

び
整
理
統
合
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

将
来
に
渡
っ
て
安
定
的
に
公
共
施
設

を
利
用
し
て
い
く
た
め
に
、
管
理
計

画
を
令
和
４
年
３
月
に
改
訂
し
ま
し

た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
市
が
保
有
す
る

公
共
資
産
の
う
ち
、
公
共
建
築
物
、

イ
ン
フ
ラ
資
産
、
土
地
を
対
象
に
、

向
こ
う
30
年
間
の
公
共
施
設
等
の
あ

り
方
に
関
し
て
３
つ
の
基
本
方
針

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
計
画
の
改
訂
に
あ
わ
せ
、

市
が
保
有
す
る
２
４
７
施
設
に
つ
い

て
、
施
設
ご
と
に
具
体
的
な
方
針
を

記
載
し
た
「
資
料
編
」
を
新
た
に
作

成
し
ま
し
た
。

一
歩
踏
み
込
ん
だ

具
体
的
な
方
向
性
の
検
討

　

管
理
計
画
で
示
し
た
３
つ
の
基
本

方
針
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
も
う

一
歩
踏
み
込
ん
だ
具
体
的
な
方
針
を

掲
げ
て
実
際
に
動
い
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
老
朽
化
が
進
む
中
で
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
課
題
が
あ
る
施
設
の
方

向
性
を
具
体
的
に
検
討
し
、
す
ぐ
に

実
行
に
移
す
た
め
、
令
和
３
年
度
に

市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
「
安
来
市
公

共
施
設
利
活
用
推
進
会
議
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　

前
述
し
た
「
資
料
編
」
は
、
こ
の

推
進
会
議
を
中
心
に
議
論
を
重
ね
、

毎
年
度
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
に
対
応
を
急

ぐ
施
設
の
検
討
を
進
め
、
次
に
紹
介

す
る
２
つ
の
施
設
の
基
本
構
想
を
令

和
４
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。 安来市公共施設等

総合管理計画

養護老人ホーム鴨来荘
移転整備の基本構想を策定しました

◀建築から40年
以上が経過し、
老朽化が進む鴨
来荘。

●新規施設の整備イメージ

共用・管理空間
共用（浴室・脱衣所・洗濯室、食堂（厨房）、
　集会室、機能訓練室など）
管理（事務室、応接室、職員室、会議室、医務
　室、静養室、宿泊室、理髪室など）

居室・便所等の生活空間

居室・便所等の生活空間

駐
車
場

出
入
口

花
壇
・
菜
園

花
壇
・
菜
園
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　老朽化が著しい市役所広瀬庁舎と広瀬中央交流
センター。これらの施設の今後のあり方を検討す
るため、令和３年８月～11月に３回にわたり市
民ワークショップを開催しました。
　ワークショップには、10代～70代の市民38人
が参加。年代別のグループでの話し合いとさまざ
まな年代の人でグループを作っての話し合いを設
定。施設のあり方や求められる機能等について意
見交換を行いました。
　そのワークショップで出された意見を踏まえ、
右記のとおり「新たな施設に導入する機能のイ
メージ」と「コンセプト」を整理。住民活動の活
性化が促される拠点施設の整備に向けた基本構想
を策定しました。この基本構想は、具体的な施設

▶「広瀬庁舎・広瀬中央交流センターの基本
構想」の詳細は、市ホームページ（右記２次
元コード）をご覧ください。

市役所広瀬庁舎
　・広瀬中央交流センター
　　　 整備基本構想を策定しました

▶築50年以上が
経過する広瀬庁
舎。現在、広瀬
地域センターと
病院改革推進室
が業務を行って
います。

 

管
理
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
実
際
に
施
設
を
利
用
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
と
施
設
の
現

状
や
課
題
を
共
有
し
、
市
民

参
画
と
協
働
の
取
り
組
み
に
よ

り
、進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
取
り
組
み

の
状
況
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
共
有
に

努
め
、
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
政
主
体

で
行
っ
て
き
た
施
設
整
備
・
利

活
用
を
、
民
間
事
業
者
と
の
連

携
な
ど
新
た
な
手
法
の
検
討
も

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
後
も
「
安
来
市
公
共
施
設

利
活
用
推
進
会
議
」を
中
心
に
、

施
設
の
方
向
性
を
具
体
的
に
検

討
し
ま
す
。
そ
の
検
討
結
果
を

毎
年
度
、
管
理
計
画
の
「
資
料

編
」
と
し
て
公
表
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と

市
民
の
皆
さ
ん
と

情
報
共
有
し
な
が
ら

情
報
共
有
し
な
が
ら

計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す

計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

　

財
政
課　

☎
23-

３
０
２
３

●新たな施設に導入する機能のイメージ
交流センター機能
　サークル活動や集会、イベント、大小会議に活
用。和室としての利用や、避難所としても利用。
図書室機能
　貸出・検索の充実を図り利便性を確保。勉強や
読書、親子で読み聞かせができるスペースとして
も利用。
共有スペース機能
　気軽に立ち寄って休憩や談笑ができるスペー
ス。小人数で勉強や作業など、さまざまな使い方
ができるスペース。

◀広瀬庁舎の北
東150ｍに位置
する広瀬中央交
流センター。建
築から40年以上
が経過。

新たな交流
が生まれる

いざという
時に役に立つ

集い憩える

次世代へ
つなげる

住民が誇れる
多世代交流施設

●コンセプト

特集１：公共施設の未来を考える

設計の前提となる基本的な考え方となります。
　令和４年度以降に基本計画を策定し、財政計画
と調整して実施年度を決定していきます。
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